
 令 和 ８ 年 ７ 月 ２ ４ 日 

千葉県総合企画部産業拠点整備戦略課 

国 立 大 学 法 人 東 京 科 学 大 学 

成 田 国 際 空 港 株 式 会 社 

この度、千葉県と東京科学大学及び成田国際空港株式会社は、下記のとおり連携協定を

締結致しましたので、お知らせいたします。 

記 

１ 協定締結式の概要 

（１）日 時 

令和８年７月２３日（木）１５：３０～１５：５５ 

（２）場 所 

千葉県庁 本庁舎５階 大会議室 

（３）署名者 

・千葉県知事 熊谷
くまがい

 俊人
としひと

 

・東京科学大学 理事長 大竹
おおたけ

 尚
なお

登
と

 

・成田国際空港株式会社 代表取締役社長 藤井
ふ じ い

 直樹
な お き

 

２ 協定内容 

（１）目的 

三者が相互の連携と協力により、成田空港及びその周辺をはじめ、県内における

ライフサイエンス・ヘルスケア産業等の集積を行い、国際的イノベーション拠点  

として整備・推進することを目的とする。 

（２）連携事項 

・千葉県におけるライフサイエンス・ヘルスケア・クラスターの構築推進に関する  

こと 

・医療課題等の解決、革新的な医療・健康ソリューションの研究に関すること 

千 葉 県 

千葉県、東京科学大学、成田国際空港株式会社による 
三者連携協定の締結について 
～７月２３日に締結式を開催～ 



千葉県、東京科学大学、成田国際空港株式会社による三者連携の取組

誘致

※ ：スタートアップ

誘致

○主な取り組み
・エアポートシティにおける産学官連携により、イノベーション・ハブ構築に向けて取り組む。
・それぞれが持つネットワークや得意分野を生かし、ライフサイエンス・ヘルスケア分野等における開発を
行う企業・研究者の誘致に取り組む。

等 研究者

国内

等 研究者

○取組内容のイメージ

三者が相互の連携・協力により、成田空港及びその周辺をはじめ、県内におけるライフサイエンス・ヘルス
ケア産業等の集積を行い、国際的イノベーション拠点として整備・推進する。

○三者連携の目的

国外

連携して
調査を実施

成田空港内 等交流拠点構築

相互連携によるオープンイノベーションの機会創出

企業誘致

千葉県のライフサイエンス・ヘルスケア分野の
研究開発力・産業競争力強化につなげる

ライフサイエンス・ヘルスケアクラスターの構築

国内外の 等を誘致し、
イノベーションハブを構築

クラスター構築を目指し、三者の強みを
生かして企業を誘致
１．世界基準のサプライチェーンの提供
２．三者のネットワークの活用

成田空港の強み
世界基準をクリアした高品質の医薬品サプライチェーンを提供可能

連携の総合調整 等の誘致

プレスリリース
別添資料

等の誘致
規制・制度改革等の事業環境整備

千葉県の主な役割

企業と学術機関等を結ぶハブ機能
国際産学連携

東京科学大学の主な役割

千葉国際
キャンパス


